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御み

よ代
替が

わ

り

　 

平
成 

か
ら 

令
和 

へ

　
春
の
大
祭
を
迎
え
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に

は
愈
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
こ
の
た
び
の
春
季
大
祭
は
、
平
成
か
ら

令
和
へ
の
御
代
替
り
を
間
近
に
迎
え
る
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。
顧
み
れ
ば
国
民
の
側
に
常
に

心
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御

慈
愛
は
ま
こ
と
に
深
く
、
あ
り
が
た
く
感
謝
の

念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
平
成
二
十
八
年
夏
の
天
皇
陛
下
の
「
お
こ
と

ば
」
か
ら
お
よ
そ
三
年
が
経
ち
、
来
る
四
月

◎
勧
学
祭
・
ラ
ン
ド
セ
ル
お
祓
い
式
（
三

月
十
七
日
）　
新
入
学
児
童
ら
が
参
拝
。

一
人
ひ
と
り
が
順
番
に
玉
串
を
お
供
え

◎
冠
稲
荷
初は

つ
う
ま午
大
祭
（
二
月
十
一
日
）

境
内
の
冠か

ん
む
り
い
な
り

稲
荷
さ
ま
の
お
祭
り
。
祝
日
・

建
国
記
念
の
日
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
、

「
福
投
げ
」
や
、
創
作
紙
芝
居
「
飯い

い
だ
ま玉
縁

起
」
の
上
演
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

◎
北
向
道
祖
神
大
祭
・
ど
ん
ど
焼
き
（
一

月
十
五
日
）
小
正
月
の
朝
。
無
病
息
災

を
祈
る
祝
詞
を
奏
上
し
、
続
い
て
古
神

札
に
感
謝
し
て
お
焚
き
上
げ
す
る
「
ど

ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
た
。

◎
春
・
秋
の
大
祭
に
舞
を
奉
納
　
春
は

四
月
十
九
日
、
秋
は
十
月
十
九
日
。
地

元
神
楽
保
存
会
の
太
々
神
楽
や
、
小
中

学
生
の
巫
女
舞
を
奉
奏
す
る
。中学一年生の浦安舞（平成

30 年春季大祭で）。

紙芝居『飯玉縁起』の上演に
集まる子供たち。

太々神楽　鞨
か っ こ

鼓の舞。
ただ今、神楽保存会の
会員を募集しています。

◎
中
学
生
神
輿
　
秋
の
大
祭
の
恒
例
行

事
。
元
気
よ
く
出
発
し
た
後
、
御お

た
び
し
ょ
さ
い

旅
所
祭

で
は
、
生
徒
の
浦
安
舞
や
、
雅
楽
の
奉

納
演
奏
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

東京・雅楽道友会と
高崎・楽

がくしゅう

柊会の奉納
演奏（御旅所祭）。

編
集
後
記
▽
大
宰
府
の
大お
お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人
邸
で
「
初
し
ょ
し
ゅ
ん春

の
令れ
い
げ
つ月
に
し
て
、
気き

よ叔
く
風か
ぜ

和や
わ
らぎ
」
と
開
か
れ

た
梅ば
い
か
え
ん

花
宴
で
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
が
詠
ま
れ
た

の
だ
ろ
う
▽
梅
の
花
三
十
二
首
の
内
の
一
つ
に
、

〈
わ
が
苑そ
の

に
　
梅
の
花
散
る
。
ひ
さ
か
た
の
　
天あ
め

よ
り
雪
の
　
流
れ
来
る
か
も
。〉
わ
た
し
の
園
に

梅
の
花
が
散
る
。
は
る
か
な
大
空
か
ら
雪
が
流

浄
闇
の
中
、
神
さ
ま
を

お
神
輿
に
お
遷
し
す
る

儀
式
で
す
。

三
十
日
を
以
て
陛
下
は
譲
位
（
退
位
）
な
さ
れ
、

五
月
一
日
に
皇
太
子
殿
下
が
即
位
な
さ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
わ
が
国
の
古
来
の
伝
統
に
則
っ

て
皇
位
の
継
承
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
即
位
礼
、
大
嘗
祭
な
ど
の
一
連
の
儀
式
は
総

称
し
て
御ご

た
い
て
ん

大
典
、
ま
た
御
大
礼
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
倉
賀
野
神
社
で
は
「
令
和
の
御
大
典
」
を

奉
祝
し
て
、
五
月
二
十
五
、二
十
六
両
日
に
、

伝
来
の
「
天
明
神
輿
」
の
神
幸
祭
を
六
年
ぶ
り

に
斎
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
御
大

典
記
念
事
業
と
し
て
御
本
殿
屋
根
替
え
の
計
画

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皇
位
継
承
の
諸
儀
式
が
つ
つ
が
な
く
行
わ
れ

ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
御
代
が
平
和
で
豊
か

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま

が
厚
く
御
神
恩
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
大
神

様
の
前
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

 

　
　
　
　
宮
司
　
髙
木
直
明
　
謹
言

　
新
元
号
は
『
万
葉
集
』
の
巻
五
、
大

宰
府
の
「
梅
花
宴
」
三
十
二
首
の
序
文

を
典
拠
に
し
て
い
る
と
い
う
。
当
地
も

天
神
社
の
梅
が
境
内
に
香
り
渡
っ
た
。

し
て
拝
礼
し
、
通
学
の
安
全
と
学
業
成

就
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
祈
願
し
た
。

◎
境
内
神し

ん
せ
ん
で
ん

饌
田
　
六
月
下
旬
に
御
田
植

祭
、
十
月
中
旬
に
は
抜ぬ

い
ぼ
さ
い

穂
祭
（
稲
刈
り

の
儀
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
総
代
会
と

倉
賀
野
中
の

生
徒
有
志
が

奉
仕
す
る
。

■
ト
ピ
ッ
ク
ス
■

「
倉
賀
野
神
社
奉
賛
会
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　
　

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

　
　
　

  

社
務
所
０
２
７
（
３
４
６
）
２
１
５
８　
　
　
　

  

れ
て
く
る
の
か
。
美
し
い
情
景
を
詠
み
あ
げ
た
の

は
歌
会
の
主
、
旅
人
と
い
わ
れ
る
▽
と
り
わ
け
編

集
子
の
胸
に
沁
み
る
の
は
、〈
毎と
し
の
は年
に
　
春
の
来き
た

ら
ば
、
か
く
し
こ
そ
　
梅
を
か
ざ
し
て
　
楽
し
く

飲の

ま
め
。〉
い
に
し
え
び
と
が
、
梅
を
手た

お折
っ
て

頭か
ざ
し挿
に
し
、
祝
い
の
酒
を
楽
し
く
飲
も
う
と
誘
っ

て
く
る
。
こ
れ
は
…
断
れ
な
い
。
　
　
　      （
直
）

◎
二
百
年
前
の
光
格
天
皇
譲
位
と
倉
賀
野
　
　
　

　
天
皇
陛
下
の
譲
位
（
退
位
）
に
よ
る
皇
位
継

承
は
、
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
に
光
格
天

皇
が
仁
孝
天
皇
に
譲
位
さ
れ
て
以
来
、
お
よ
そ

二
百
年
ぶ
り
の
こ
と
と
い
う
。
写
真
は
「
倉
賀

野
宿
七
ヶ
郷
鎮
守
飯
玉
大
神
」
と
胴
に
刻
ま
れ

た
江
戸
時
代
の
太
鼓
。
文
化
五
年
に
「
仲
町
中
、

上
町
旅
籠
屋
中
」
が
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
で
、

光
格
天
皇
の
御
代

を
振
り
返
る
便よ

す
がと

な
る
。

　
ま
た
同
じ
宿
内

の
諏
訪
大
明
神
の

神
主
髙
木
信
濃
の
日
記
に
は
、改
元
に
よ
り
「
文

政
元
年
と
号ご

う
す、
同
日
二に

ぶ
き
ん

分
金
通
用
の
儀
仰お

お

せ
出

だ
さ
れ
候

そ
う
ろ
う」
と
あ
り
、
世
の
中
の
経
済
に
も
移

り
変
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

神
輿
は
雅
楽
の
音
に
導

か
れ
て
し
ず
し
ず
と
進

む
。
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御
大
典
記
念　

　
　
　
御
本
殿
屋
根
替
え
事
業

　
　 

　
神
社
・
総
代
会
で
は
来
る
令
和
の
御
大
典

を
奉
祝
し
て
、「
御
本
殿
屋
根
替
え
」
の
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
御
奉
賛
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
・
屋
根
銅
板
　
一
口
　
二
千
円

　
社
務
所
に
て
随
時
御
受
付
し
て
い
ま
す
。
　

	

＊	

＊	

＊

　
御
本
殿
は
元げ

ん
じ治

二
（
一
八
六
五
）
年
に
建

替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。『
御
普
請
仕
様
書
』

な
ど
の
造
営
文も

ん
じ
ょ書
類
が
多
数
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
建
築
物
と
文
書
の
価
値
が
一
体
の

も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
高
崎
市
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財

保
護
審
議
委
員
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

事
業
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

＊	

＊	

＊

　
現
在
の
銅
葺
き
屋
根
は
昭
和
十
二
年
に
工

事
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
記
録
か
ら
興
味
深

い
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
書
庫
に
保
管
す
る
『
昭
和
十
一
年
十
一
月

ヨ
リ
神
社
修
繕
ニ
関
ス
ル
書
類
綴
』
の
中
か

ら
、『
出
荷
明
細
書
』
が
出
て
き
た
の
で
す
。

発
行
元
は
大
阪
市
此こ

の
は
な花
区
の
「
山
中
精
煉
所

金
属
瓦
部
」
で
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）

年
十
二
月
三
日
出
荷
、
と
あ
り
ま
す
。
陸り

く

檜ひ
わ
だ皮
（
銅
平
板
の
意
か
）
や
箕み

の
こ
う甲
（
曲
線
部

分
用
の
銅
板
）
等
、
金
属
屋
根
材
十
三
品
目

が
当
地
に
向
け
て
出
荷
さ
れ
た
記
録
で
す
。

　
そ
の
出
荷
元
は
、い
ま
は
社
名
が
変
わ
り
、

大
阪
市
中
央
区
に
本
社
を
置
く
非
鉄
金
属
材

料
の
総
合
商
社
、
山
中
産
業
（
株
）
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
以
下
は
同
社
の
社

史
担
当
部
署
の
話
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

	
＊	

＊	

＊

　
昭
和
十
二
年
に
施
工
さ
れ
た
屋
根
が
群
馬

県
に
現
存
す
る
と
聞
き
、
た
い
へ
ん
驚
い
て

い
る
。
当
社
は
銅
地
金
商
と
し
て
幕
末
の
安

政
年
間
に
創
業
。
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震

災
の
復
興
需
要
を
受
け
て
、同
十
五
年
に「
山

中
式
特
許
金
属
瓦
」
を
開
発
、
製
造
を
開
始

し
た
。
東
京
文
京
区
の
湯
島
聖
堂
、
台
東
区

の
上
野
東
照
宮
、
中
央
区
湊
の
鉄
砲
洲
神
社

な
ど
は
大
震
災
で
損
壊
し
、
い
ず
れ
も
当
社

の
屋
根
材
を
使
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
昭

和
六
年
再
建
の
大
阪
城
天
守
閣
の
屋
根
に
も

使
わ
れ
、
平
成
の
大
改
修
（
平
成
七
～
八

年
）
で
は
五
万
五
千
枚
の
金
属
瓦
が
確
認
さ

れ
た
。

　
や
が
て
戦
時
と
な
り
、
屋
根
に
銅
を
使

用
す
る
の
は
贅
沢
と
の
風
潮
が
次
第
に
高
ま

り
、「
銅
使
用
届
」
が
義
務
付
け
ら
れ
、
許

可
制
と
な
っ
た
。
戦
前
に
当
社
の
屋
根
材
が

施
工
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
の
パ
ラ
オ
・

コ
ロ
ー
ル
島
「
南
洋
神
社
」
が
最
後
で
あ
る
。

ま
た
戦
災
で
工
場
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
た

め
、
製
品
の
金
型
や
当
時
の
出
荷
記
録
な
ど

は
現
存
し
な
い
。

	

＊	

＊	

＊

　
右
の
話
を
も
と
に
前
掲
の
『
神
社
修
繕
ニ

関
ス
ル
書
類
綴
』
を
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
、

そ
の
中
に
昭
和
十
二
年
十
一
月
八
日
付
「
銅

使
用
届
」
の
控
え
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
「
銅
を
使
用
セ
ン
ト
ス
ル
理
由
」

と
し
て
、「
在
来
屋
根
ハ
明
治
三
十
三
年
ニ

葺
替
ヘ
ヲ
実
施
セ
シ
杮こ

け
ら
い
た
ぶ
き

板
葺
ニ
シ
テ
姑
息
ナ

ル
修
繕
ハ
不
可
能
ナ
ル
現
状
ニ
ア
リ
、
此
際

杮
板
葺
キ
ヨ
リ
工
費
低
廉
且
ツ
体
裁
優
美
ナ

ル
特
許
山
中
式
檜
皮
形
銅
板
ヲ
使
用
セ
ル
モ

ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
「
特
許

山
中
式
」
と
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
く
、
今

後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　

　
な
お
、
そ
こ
か
ら
更
に
三
十
七
年
前
の
明

治
三
十
三
年
に
御
本
殿
屋
根
替
え
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
事
業
立
ち
上
げ
の

『
寄
進
芳
名
簿
』
の
序
文
に
は
銅
板
葺
と
す

る
計
画
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際

に
は
杮
板
葺
の
工
事
だ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の

「
銅
使
用
届
」
の
記
載
内
容
か
ら
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

本
殿
彫
刻
「
夫
婦
鶴
亀
」

　
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
の
御
本
殿
「
上

棟
御
祝
儀 

彫
師
連
名
」
に
は
、
高
崎
金
十
郎

事こ
と

新
井
主
膳
、
勘
蔵
、
喜
代
松
な
ど
の
彫
師

の
名
が
見
え
る
。

　
御
朱
印
を
求
め
て
各
地
の
神
社
を
参
拝

す
る
人
び
と
が
増
え
て
い
る
。
こ
こ
に
、

今
か
ら
お
よ
そ
百
五
十
年
前
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
の
御
朱
印
帳
が
あ
る
。
飯
玉

宮
（
現
在
の
倉
賀
野
神
社
）
の
神
主
、
髙
木

出
雲
が
武
蔵
国
の
十
三
社
寺
を
、
こ
の
年
の

十
一
月
一
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
巡
っ
た

も
の
で
あ
る
。
以
下
、
日
付
順
に
追
っ
て
み

よ
う
。
な
お
、「
　
」
内
に
御
朱
印
帳
に
書

か
れ
た
内
容
を
記
し
た
。

	

＊	

＊	

＊

①
十
一
月
一
日
　
三
峰
神
社
・
埼
玉
県
秩
父

市
「
勅
願
所
　
武
陽
　
三
峰
大
権
現
　
高
雲

寺
　
役
人
」

　
　
　	

↓

②
十
一
月
（
日
付
な
し
）　
太
陽
寺
・
秩
父

市
「
東
高
野
　
大
日
向
山
　
髪
僧
大
師
　
太

陽
禅
寺
　
役
人
」

　
　
　	

↓

③
十
一
月
五
日
　
子
ノ
権
現
天
龍
寺
・
飯
能

市
「
大
日
本
一
社
　
武
陽
　
秩
父
　
子
大
権

現
　
広
前
　
大
鱗
山
　
知
事
」

　
　	

↓

④
十
一
月
九
日
　
北
野
天
神
社・所
沢
市
「
東

国
惣
鎮
守
北
野
御
宮
　
武
蔵
小
手
指
原
之
神
　

武
州
支
配
頭
　
役
所
」

　
　	

↓

⑤
十
一
月
十
日
　
大
國
魂
神
社
・
東
京
都
府

中
市
「
武
蔵
国
衙
　
総
社
六
所
宮
　
神
主
家
　

役
人
」

　
　	

↓

⑥
十
一
月
十
三
日
　
洲
崎
大
神
・
横
浜
市
神

奈
川
区
「
洲
崎
大
明
神
　
祭
神
天
太
玉
命
、

比
理
乃
姫
命
　
神
主
　
吉
田
出
羽
正
」

　
　	

↓

⑦
十
一
月
十
四
日
　
神
田
神
社
・
千
代
田
区

外
神
田
「
御
府
内
総
鎮
守
　
神
田
御
社
　
当

番
」

　
　	

↓

⑧
十
一
月
十
五
日
　
大
宮
氷
川
神
社
・
さ
い

た
ま
市
「
武
蔵
国
一
宮
　
東
国
総
鎮
守
　
延

喜
式
曰	

名
神
大
月
次
新
嘗
　
案
上
官
幣
之
御

社
　
氷
川
神
社
　
素
戔
鳴
尊
　
勅
願
所
　
御

祈
願
所
　
大
祝
　
岩
井
伊
予
守
　
役
人
」

　
　	

↓

⑨
十
一
月
十
五
日
　
氷
川
鍬
神
社
・
埼
玉
県

上
尾
市
「
同
国
足
立
郡
上
尾
駅
　
御
鍬
太
神

宮
　
神
主
　
宮
本
日
向
正
」

　
　	

↓

⑩
十
一
月
十
七
日
　
行
田
八
幡
宮
・
埼
玉
県

行
田
市
「
忍
城
下
総
鎮
守
　
八
幡
宮
　
社
役
」

　
　	

↓

⑪
十
一
月
十
七
日
　
忍
諏
訪
神
社
・
行
田
市

「
武
州
埼
玉
郡
行
田
八
幡
町
　
忍
城
鎮
守
　

諏
訪
大
明
神
　
神
主
　
高
木
長
門
」

　
　	

↓

⑫
十
一
月
十
七
日
　
高
城
神
社・熊
谷
市
「
同

国
大
里
郡
熊
ヶ
谷
駅
　
延
喜
式
内
郡
中
一
座
　

髙
城
神
社
　
祭
神
髙
皇
産
霊
尊
　
神
主
家
　

役
人
」

　
　	

↓

⑬
十
一
月
十
七
日　

寅
稲
荷
神
社
・
深
谷
市

「
同
国
榛
澤
郡
牧
西
村
　
寅
稲
荷
　
天
満
宮
　

両
社
　
神
主
　
宮
﨑
伯
耆
正
」

 

＊ 

＊ 

＊

　
秩
父
の
山
々
に
登
り
、
さ
ら
に
江
戸
御
府

内
に
ま
で
足
を
延
ば
し
た
参
拝
の
旅
は
、
ク

ル
マ
を
利
用
す
る
現
代
か
ら
は
想
像
も
つ
か

な
い
。
慶
応
元
年
の
こ
の
時
期
は
、
再
建
中

だ
っ
た
飯
玉
宮
御
本
殿
の
上
棟
式
の
後
、
遷

宮
式
の
前
に
当
た
る
。
多
忙
だ
っ
た
は
ず
だ

が
、
神
主
の
出
雲
は
大
願
成
就
を
期
し
て
御

朱
印
の
旅
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
つ
か
出
か
け
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

	

＊	

＊	

＊

　
ふ
と
気
付
く
の
は
、
こ
こ
に
見
た
屋
根
替

え
記
録
と
、
こ
の
五
月
に
神
幸
祭
を
お
こ
な

う
「
天
明
神
輿
」
と
の
不
思
議
な
共
通
点
で

す
。
神
輿
は
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
製

作
で
「
大
阪
北
御
堂
前
宮
屋
九
郎
兵
衛
」
と

墨
書
が
あ
り
、
や
は
り
大
阪
で
作
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。
ま
た
そ
の
神
輿
を
神
社
に
奉
納

し
た
の
は
倉
賀
野
宿
脇
本
陣
の
須
賀
七
代
庄

兵
衛
の
妻
、
お
圓
さ
ん
。
い
っ
ぽ
う
昭
和

十
二
年
の
屋
根
替
え
事
業
を
指
揮
し
た
の
は

当
時
の
神
社
総
代
会
長
で
、
同
じ
須
賀
家

十
五
代
の
保
三
氏
で
あ
り
ま
し
た
。

夫婦鶴

波に亀（夫婦亀）

慶
応
元
年
の
御
朱
印
帳

小
こ は る ひ ざ く ら

春日桜　敬
としのみや

宮愛子内親王様
の御誕生を奉祝して、平成 13
年の 12 月、境内に記念植樹
したもの。晩秋から春にかけ
て花開く。写真は昨年 11 月。


